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特定非営利活動法人 視覚障害者パソコンアシストネットワーク 

 
１．活動総括 

 2018年度の SPANの活動も、視覚障害者の就労支援とスマートフォン・タブレット端末

の普及活動がメインとなりました。 
 
 就労支援関連では、多くの方々からの寄付金による札幌市での 2 回にわたる職業講習、

ユニハートからの寄付金を活用した神戸市での視覚障害者就労促進フォーラムと視覚障害

者就労支援セミナーを開催しました。 
 また、東京しごと財団からの委託による在職者訓練を 10社 11名に対して行いました。 
 さらに、8月には「広げよう！資格取得への道」をテーマに、視覚障害者職業スキルアッ

プセミナーを開催し、約 50名が参加しました。 
 こうした活動により、SPAN は就労支援団体として広く認知されるようになり、その評

価は確実に高まっていると感じました。 
 
 スマートフォン・タブレット端末の普及活動としては、日本たばこ産業からの助成金を

活用して札幌と鹿児島でサポーター向け、視覚障害者向けの体験会を開催し、40 名が受講

しました。 
 また、横須賀市点字図書館からの委託により、サポートボランティア向けの講習会を開

催しました。 
 そして、毎月開催しているタブレットサロンには多くの受講者が参加し、SPAN の活動

として広く認知されるようになりました。 
 
 視覚障害者向けの講座は、土曜講座 5回(受講者 18名)、個人対象講座43回を行ったほか、

計画にはなかった Skypeを利用した遠隔講座を 18回行いました。 
 ただ、計画していた夜間講座やワンポイント講座が開催できなかったことは課題で、今

後は確実に実施できる計画を立てる必要があると感じました。 
 
 外部からの委託事業としては、行政・企業・団体からの依頼により 8 件の講習会を受託

しました。特に、新規に受託した荒川区や東大和市からの講習会は、数か月に及ぶもので、

SPANにとって久々のまとまった受託事業となりました。 



 
 そのほかの講座では、インストラクター養成講座は 4回 16名が受講しました。 
 
 また、支援を受けている日本ユニシス株式会社からの依頼により、新入社員に対する研

修で講演したほか、同社が支援している視覚障害のあるヴァイオリニスト川畠成道氏のコ

ンサートでは、2 回にわたりプログラムの音声読み上げなどのデモで参加したほか、10 月

にはチャリティー販売会に参加して連携を深めました。 
 
 外部への情報発信と関係団体との連携では、9月に神戸市で開催された視覚障害リハビリ

テーション研究発表大会において「視覚障害者が所有する資格、取得したい資格」をテー

マにポスター発表を行ったほか、7 月のロービジョンセミナーに出展して SPAN の活動紹

介を行いました。 
 
 テキスト作成では、タブレット体験会のためのテキストを制作したほか、画面のレイア

ウトを言葉で説明するマニュアルを制作してWebサイトで公開しました。 
 
 一方で、会員向けの活動は SPANサロンを 2回開催したにとどまりました。ただ、12月

の忘年会には前年度を上回る 27名の方が参加しました。 
 
 SPAN サロンは計画通りに開催できなかったほか、参加者も減少気味で、内容や開催時

期の再検討が必要だと感じました。 
 
 広報活動は、前年度に引き続き広報紙を発行して SPAN の活動を内外に発信したほか、

毎月発行している「SPAN ニュース」により、会の活動を会員のみなさんにお知らせして

きました。 
 
 収支面では、赤字幅が前年度より約 40万円減少し、改善の兆しが見られるようになりま

した。 
 要因としては、上にあげた 2 つのまとまった事業を受託できたこと、申請していた助成

金が相次いで獲得できたこと、初めての試みとなったクラウドファンディングが目標を達

成できたことなどがあげられると思います。 
 
 しかし、赤字が解消されたわけではなく、まだまだ厳しい状況に変わりはありません。 
 今後も増収の取り組みを強化するほか、一段の経費節減に努めるなどの対策を講じてい

きたいと思います。 
 



 会員数は、正会員、賛助会員ともやや増加しており、会員の減少傾向に歯止めがかかっ

た感じです。 
 
 このように、いろいろと課題はありますが、1年間活動できたのは、ひとえに会員のみな

さん、そして SPAN を支えていただいている多くの方々のお力によるものと心からお礼申

し上げます。 
 また、ハードウェアのメンテナンスやWebサイトの運用、また事務処理などの地道な活

動で会を支えていただいている方々にも心から感謝いたします。 
 
 
２．活動報告 

2018年度には以下の活動を行いました。 
（別紙「2018年度活動実績」参照） 
 
 
３．会員の状況 

2018年 12月 31日現在の会費納入会員数は以下の通りです。 
区分 男 女 計 
正 会 員 61(57) 45(43) 106(100) 
賛助会員   47( 40) 
合 計   153(140) 
＊( )内の数字は前年度会員数。 
 

以上 
 


